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・噴火現象のモデルを開発する
・学生によるインタビューページ

内容：
様々な現象が自然災害を引き起こし、それらをまとめてハザード

と呼びます。このうち、特に火山に関連する現象に興味を持ち、そ
のダイナミクスを調べ、数値モデルの開発に結び付けています。
爆発的噴火で放出されるテフラは噴煙から離脱する火山岩塊と、

噴煙によって運ばれる火山灰などの細かい粒子に分けられ、それ
らの降下する範囲は噴出時のガスの流れや、噴煙柱のダイナミク
スに大きく影響されます(a)。火山岩塊（噴石）は御嶽山や草津白根
山などで人的な被害を引き起こしました。高速で落下するため、大
変危険な現象です。
火山灰が斜面に降り積もり、そこに降雨などによって水が加わる

とラハールが発生します。ラハールは火山泥流とも呼ばれ、多くの
火山で発生しています（ｂ）。 雪崩もラハールのように火山の斜面
を流下し、その流路において物を押し流し、甚大な被害を及ぼすこ
とがあります(c)。
このような自然現象について、運動の様子を実験を行って調べた

り、観測や野外調査を行って、その結果を基に数値モデルの開発
と改良を行っています。最近では桜島において、高速度カメラを用
いて火山岩塊の放出を撮影する観測を行いました（ｄ）。また、実験
結果を応用したラハールの新たなモデル開発も行っています。
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https://www.youtube.com/watch?v=ojt993y32lY
https://www.youtube.com/watch?v=9m8oS0wkkTU
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